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【一般口演3】 第10席 『黄帝内経』における“宗気”について

宮城 児玉 大助

中国伝統医学において“宗気”は、一般的に、人体の気の一つであり、肺において結合した水穀の気と

清気とが、胸中に集められたものであると認識されている。

現在に伝わる『黄帝内経』には“宗気”という語は八例見受けられる。主なものを挙げれば次の通りで

ある。

胃之大絡、名曰虚里、貫鬲絡肺、出於左乳下、其動応衣、脈宗気也。[『素問』平人気象論篇第十八（5-

9b8）]

其宗気上出於鼻而為臭。[『霊枢』邪気蔵府病形第四（2-4b10）]

五穀入于胃也、其糟粕津液宗気、分為三隧。[『霊枢』邪客第七十一（20-1b6）]

宗気流於海、其下者注於気街、其上者走於息道。[『霊枢』刺節真邪第七十五（21-8b7）」

“宗気”についての理解は、以上のような『内経』の記述や、その諸注釈を土台としているものと考え

られる。しかし、“宗気“の用例自体が多くないことに加え、上記の四例を総合したとしても、必ずしも

明確なイメージを結ぶとは限らず、前述した一般的な認識の根拠もあやふやなものと言わざるを得ないの

である。このことは、『内経』を貫く“気”の全体像が不明瞭なままであるということのみに止まらず、

中国伝統医学を支えるバックボーンに関わる重要な問題がなおざりにされているということではないだろ

うか。

本発表は、『黄帝内経』に見られる“宗気”の意味するところを“宗”の字義を交えて考察することか

ら始めた。そしてさらに『黄帝内経太素』・『類経』など『内経』諸注釈における“宗気”の解釈を参照し、

さらに比較検討を加えるものである。
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